




























明してきた（竹内 2007a, 2007b, 2009a, 2013, Takeuchi 2013）。 
組織の目的、活動内容等の変化に注目すると、1990 年代に初めて養成された当時から現
在までの約 30 年間において、ミサ・プツァの経営は、時代的に 4 つの特徴の異なる時期に
区別することができる。筆者はそれらの 4 時期を、①1990 年代の「草創期」、②2000 年代
前半の「内発的発展期」、③2006 年から 2009 年の「経済中心期」、そして、④2010 年代か
らは「内発的発展見直し期」と区分して、分析したい。また、2015 年ネパール大地震以後
は、震災復興という目的を持った新たな経営を始めていることから、④の時期は a（2010～
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1 1940 年のラリトプールの世帯調査では、ジャプ・クマー32.3％、バレ、グバジュ 21.3％、
デョバルム、セショー18.4％、タモ等 3.5％、クサー、テペ 3.7％、プン、チパ、バー、サ
ェ、ガトゥ、ナウ、カウ、クル、ドビを合わせると 4.5％、ナェ 3.5％、ジュギ 3.5％、ポー、
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たちよりも発言権が強い（竹内 2010: 20-21）。 
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がいること、CDS で設立・運営のための 1 週間のトレーニングを受けること、毎年 CDS へ









あるべき序列を明示している」（三瓶 1991: 395）。 
13 ただし、現在も、CDS は、登録したグループに対して、様々なレーニング等を行ってい
る。 














2018 年 11 月時点で、パタン内部に 300 のミサ・プツァが存在している17。設立 20 年以
上の長い歴史を持つグループもある。筆者が調査対象とした農民カースト「ジャプ」のミサ・












CDS がミサ・プツァ 2 つ養成（11、17 区）。  
1999
（2057）  
Urban Management Program 開始。ミサ・プツァ 5 つ養成。  
2000
（2058）  
17、19、22 区に自発的にミサ・プツァが設立される。  
CDS が市役所から独立した建物になる（建物は日本 NGO 援助）。  
2004
（2061）  
CDS 登録のミサ・プツァ総数が 45 になる。  
18 ヶ月間の Clean Kathmandu Valley Program（JICA）開始。  
Health program（America United Mission による）開始される。  




新しいミサ・プツァに 1 週間の運営トレーニング実施を開始。  
CDS 登録のミサ・プツァ総数が 54 になる。  
2007
（2064）  
CDS 登録のミサ・プツァ総数が 87 になる。  
優良なミサ・プツァに対して表彰制度を導入。  
                                                   





17 Community Development Section（CDS）からの聞き取りによる（2018 年 11 月筆者フ
ィールドワーク）。 
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CDS 登録のミサ・プツァ総数が 102 になる。  
2009
（2066）  
CDS 登録のミサ・プツァ総数が 113 になる。  
2010
（2067）  
CDS 登録のミサ・プツァ総数が 118 になる（11 月時点）。  
2015
（2072） 
CDS 登録のミサ・プツァ総数が 178 になる（11 月時点）。 
2018 
（2075） 
CDS 登録のミサ・プツァ総数が 300 になる（11 月時点）。 
表１ CDSと女性自助組織「ミサ・プツァ」の歴史 
 





1980 年代後半、パタンにおいて UNICEF による貧困削減のための社会開発として、UBS













UNICEF Urban Basic Service project 





































2000 年代 内発的発展期の関係図 
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23 事例として、Pr ミサ・プツァのマイクロ・ファイナンスについて紹介する。Pr ミサ・プ
ツァでは、各会員は毎月最低 100 ルピー以上を預金することになっている。会員は、年に 5
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てミサ・プツァが金融組合化された。 2008 年以後、2010 年 11 月までに CDS、SOUP
（NGO）の指導の下、複数のミサ・プツァが再編され、6 つの金融組合が設立された。それ
らは、すべて NGO または CDS が、設立から経営まで関わっている。 
                                                   








 2000 年代後半 経済中心期：金融組合化の関係図 






















や CDS は、経済面に特化した相互扶助を目的として、2007 年から金融組合設立に向けて
動きだし、そのための訓練を女性たちに対して無料で提供した。ところが、ネパールで金融
組合の不正が多発したことで、金融組合に関する法律が変更され、金融組合設立が難しくな



















                                                   
25 一部の金融組合では、各ミサ・プツァのいさかいの仲裁役も担ったり、各ミサ・プツァへ
栄養トレーニングの派遣を行ったりしているものもある。 






ブティック経営 ホームステイプログラム 伝統芸能ショー 高齢者デイケア 
④ 内発的発展期見直し期」：創造的復興を目指すミサ・プツァ 
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模索」という 2 つの課題の面から考察していく。 
 
                                                   
26 ミッションは、使命と訳されることが多いが、組織が達成しようとしている究極の目標







































に統合され、「金融組合」（saving and credit cooperatives）化されていった時期である。金
融組合は、ネパール全体で不正が多発したことなどにより法改正があり、設立が難しくなり、
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の 4 点である。 
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CDS の職員は、そのような女性の弱い状況変えたいと思って、当時地元 NGO が養成し
ていた女性自助組織を、職員たちの居住トールにも作れないかと、まず女性たちを集めて、
毎月 10 ルピーの預金をするグループを養成したと聞いています。 
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